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これまでの課題と今後の調査方針
詳細調査の方針について

課題①：第１坑道の実態把握
今後の調査方針：
物理探査（チェーンアレイ探査、地中レーダー探査）による第１坑道の配
置把握のための調査を検討

課題②：第２坑道・第３坑道・第５坑道の安全性に係る検討
今後の調査方針：
ボーリング調査等による岩盤の状態や物性の検討、地下水調査による地下
水排除に係る影響の検討

課題③：対外的な発信
今後の調査方針：
調査の見える化、WEBツアー等WEBを用いた先行公開について検討
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R4年度：物理探査（チェーンアレイ探査）
チェーンアレイ探査は、地表面の微小な振動を計測して、地盤の構造（空洞やゆるみ）

を推定する探査手法である。R4年度は、未発掘区間である第１坑道の調査を目的とし、複
数箇所にて調査を実施する予定である。

チェーンアレイ探査実施範囲（案）

空洞部や緩み部は「低速度領域」
として検出される可能性がある。

チェーンアレイ探査模式図

微小な振動は地震計を地面に接地し観測する

調査実施範囲（想定）

※第3回会合資料より転載
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R4年度：物理探査（地中レーダー探査）
地中レーダー探査は、電磁波の反射を計測して、地盤の構造（空洞やゆるみ）を推定す

る探査手法である。地下浅い部分に位置していることが想定される坑道部の調査を目的に
実施する予定である。

地中レーダー探査位置図（案）

空洞部や緩み部、
埋 設 物 か ら の
レーダー反射

地中レーダー探査実施模式図

送信アンテナ
から電磁波を
地中に入射

受信アンテナで
電磁波の反射波

を計測

空洞の境界面で
電磁波が反射

電磁波が空洞に
到達

送信アンテナ 受信アンテナ

送信アンテナ 受信アンテナ

レーダアンテナ

レーダアンテナ

アンテナを走査

アンテナを走査

空洞

空洞

送受信アンテナ

調査実施範囲（想定）
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未発掘である第１坑道周辺においてボーリングマシンを用いて調査孔を掘削し、地盤状
況を把握するとともに、未発掘区間の位置や状態等を確認する。

ボーリング調査（参考事例）

ボーリングコア試料

  

ボーリングポケットブック（社団法人全国地質調査業協会連合会）より引用

R4年度：ボーリング調査

ボーリング調査模式図

調査実施範囲（想定）

ボーリング調査地点（案）
※第3回会合資料より転載



トンネル掘削に係る地下水位低下のイ
メージ図。トンネル掘削に伴い周辺地
下水位が低下し、湧水の枯渇や湧水量
の減少が生じる場合がある。 7

R4年度：地下水状況把握

参考図 第32軍司令部壕周辺の主要な湧水等分布状況

龍潭池

湧水寒水川樋川龍樋

金城大樋川

識名園

地下水位低下範囲 地下水位低下範囲

井戸で地下水面の高さを測定する様子⇒

地下水位計↑

地下水流動解析模式図

戸別訪問調査やアンケート調査等に基づき、壕周辺の湧水や井戸等の位置や水利用状況
を把握し、保全対象水源を確認する。確認された水源では地下水面の高さを測定する。ま
た、壕内部の地下水を排除する必要が生じた場合に備えて、地下水流動解析（数値解析）
で、予想される影響範囲や水源、湧水・地下水環境への影響の有無や程度を予測評価する。

※第3回会合資料より転載
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既に試掘調査が終了している第２・第３・第５坑道について、現状、一般の方々の内部
見学は出来ない状況となっていることから、360°WEBツアー等情報技術を活用し、一般
の方々に向けた第３２軍壕の公開・発信方法を検討する。

R4年度：情報技術活用

糸満市マヤーアブの例（HPの整備）

糸満市マヤーアブの例（WEBツアーの様子）

糸満市マヤーアブの例（WEBツアーの様子2）
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